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６月２２日６月２２日

第　回定例会第　回定例会
令和３年令和３年

２２

第
３
期

第
３
期 

佐
藤
町
政
始
動

佐
藤
町
政
始
動

　第２回定例会は、６⽉22⽇に開会し、同⽇閉会しました。
 町から、報告、補正予算、条例改正、道路認定が上程され、全ての議案を承認・
可決しました。
 また、議会提出議案として、規則改正、条例改正、選挙管理委員及び補充員の選
挙、意⾒書２件を提出し、全て可決しました。⼀般質問では、６⼈の議員が登壇し、
町⻑に考えを問いただしました。

定例会のあらまし

佐
藤
町
政
の
新
た
な
取
組
決
ま
る

佐
藤
町
政
の
新
た
な
取
組
決
ま
る
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補正額 予算総額

・一般会計（２回目の補正）
   9375万6000円増 39億1773万5000円
・国民健康保険事業特別会計（１回目の補正）
   増減なし 1億8437万4000円
・簡易水道事業特別会計（１回目の補正）
   増減なし 4億6298万5000円
・後期高齢者医療特別会計（１回目の補正）
   増減なし 7522万4000円

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
第
2
号
）　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
関
係
経
費
、
仁
木
町

定
住
促
進
住
宅
補
助
金
等
の

追
加
補
正
や
、
敬
老
会
・
余

市
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

の
中
止
等
に
よ
る
減
額
補
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
簡
水
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　
　

昨
年
同
様
に
町
内
の
観

光
農
園
等
の
支
援
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
、
地
域
応
援
商

品
券
を
全
町
民
に
５
千
円
分

配
布
す
る
と
い
う
事
業
の
目

的
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
が
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
収
穫
時
期
に
入

る
中
で
、
発
行
時
期
や
周
知

方
法
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

Ｑ

Ａ

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

サ
ク
ラ
ン
ボ
時
期
の
当

初
か
ら
と
い
う
の
は
今
か
ら

で
は
無
理
だ
が
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
の
あ
る
期
間
か
ら
始
め
ら

れ
る
よ
う
、
７
月
の
中
旬
を

目
標
に
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、
町
の

広
報
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
、
商
品

券
を
発
送
す
る
郵
便
物
の
中

に
も
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で

使
え
る
の
か
と
い
う
よ
う
な

案
内
を
同
封
し
た
い
と
考
え

い
て
い
る
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
関
連
記
事
は
18
ペ
ー
ジ

に
掲
載

６月２２日６月２２日

第　回定例会第　回定例会
令和３年令和３年

２２

サーマルカメラ
整備に補助

地域応援
商品券を配布

敬老記念品を
贈呈

ワーケーション
環境整備に補助

　不特定多数の⽅が出⼊
りする事業所において、
感染拡⼤防⽌のためにサ
ーマルカメラを整備する
事業者に対し、整備費⽤
の⼀部を補助します。

　売り上げが減少してい
る町内の観光農園、直売
所、飲⾷店等の⽀援を⽬
的に、全町⺠に地域応援
商品券を配布し、地域経
済の回復を⽀援します。

　⾼齢者のコミュニティ
の場の喪失に対する⽣き
がいづくりとして、仁⽊
町にゆかりのあるお菓⼦
類を配布します。 

　ワーケーション対応施
設としてのリモート環境
の整備や、リビングシフ
トを実施する事業者に対
し、事業費の補助を⾏い
ます。

300300万円万円18391839万円万円195195万円万円10001000万円万円

　～ 町からの支援 ～　～ 町からの支援 ～

コロナに打ち勝つコロナに打ち勝つ
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６月２２日６月２２日

第　回定例会第　回定例会
令和３年令和３年

２２

道
路
認
定

仕事と育児を両立できる環境が求められています。

▼
仁
木
町
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発

建
設
部
が
施
工
す
る
倶
知

安
・
余
市
道
路
の
本
線
及
び

仮
称
仁
木
イ
ン
タ
ー
区
間
と

し
て
、
町
道
稲
園
線
が
分
断

さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
機
能
補

償
道
路
の
町
道
認
定
が
提
案

さ
れ
、
会
議
を
休
憩
に
移
し
、

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
終
了
後
、
会
議

を
再
開
し
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

起点

終点

国道５号線

町道１番線

廃止予定か所

そ
の
他
の
議
案

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

第
３
稲
園
線
の
供
用
開

始
時
期
と
町
民
へ
の
周
知
方

法
は
。

ＱＡ　
北
海
道
開
発
局
で
、
準

備
が
整
い
次
第
引
き
渡
し
と

な
る
た
め
、
現
時
点
で
は
供

用
開
始
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

　

周
知
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

班
回
覧
等
で
周
知
し
て
ま
い

り
た
い
。

路線名：第３稲園線
延　長：233.18m

　

仁
木
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正
が
議
会
運
営
委
員

会
発
委
に
よ
り
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
改
正
は
、

①
議
員
活
動
と
家
庭
生
活
の

　

両
立
を
は
じ
め
、
男
女
の

　

議
員
が
活
躍
し
や
す
い
環

　

境
整
備
と
し
て
、
出
産
・

規
則
改
正

　

育
児
・
介
護
等
の
諸
要
因

　

に
配
慮
す
る
た
め
、
議
会

　

へ
の
欠
席
事
由
を
整
備

②
政
府
に
お
い
て
進
め
ら
れ

　

て
い
る
行
政
手
続
き
に
お

　

け
る
押
印
の
廃
止

③
標
準
会
議
規
則
に
準
じ
た

　

文
言
の
整
理

　

こ
れ
ら
を
改
正
の
趣
旨
と

す
る
も
の
で
す
。

条
例
改
正

　

仁
木
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
等
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

仁
木
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正
に
よ
り
長
期
欠
席

事
由
の
適
用
除
外
に
出
産
等

を
規
定
す
る
も
の
で
す
。
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選

挙

選
挙
管
理
委
員
を
選
挙

　

令
和
３
年
６
月
27
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
選

挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
４

名
の
方
が
指
名
推
選
に
よ
り

当
選
し
ま
し
た
。

６月２２日６月２２日

第　回定例会第　回定例会
令和３年令和３年

２２

　
　

芳よ
し

岡お
か　

　

廣ひ
ろ
し

さ
ん

　
　

   　
　
　
　
（
銀
山
）

◆
選
挙
管
理
委
員

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
森
内
科
胃
腸
科
医
院

を
は
じ
め
と
す
る
各
医
療
機
関
で
の
接
種
が
進
め
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
北
星
学
園
余
市
高
校
の
体
育
館
で
の
余
市
協
会
病
院
に

よ
る
大
規
模
接
種
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
前
進
化
し
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
申
し
込
ま

れ
た
方
は
86
％
と
な
っ
て
お
り
、
２
回
目
の
予
約
を
終
え
ら
れ

て
い
な
い
方
に
は
、
電
話
や
訪
問
に
よ
り
確
認
を
行
い
、
予
約

で
き
な
い
方
に
対
し
て
は
、
個
別
に
予
約
の
手
続
き
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
接
種
が
可

能
な
限
り
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
迅
速
か
つ

き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
約
７
千
万
円
増

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
贈
呈
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元

特
産
品
の
P
Ｒ
や
地
元
事
業
者
の
活
性
化
を
目
的
に
、
特
産
品

贈
呈
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
掲
載
サ
イ
ト
数
を
増
加
さ
せ
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、

寄
附
金
が
３
億
１
６
０
６
万
５
６
４
４
円
と
な
り
、
１
億
３
９

１
６
万
２
１
８
５
円
を
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
実
績
と
比
較
す
る
と
寄
付
額
で
約
６
９
９
８
万

円
、
積
立
額
で
約
７
７
６
万
円
増
加
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
P
Ｒ
を
実
施

し
、
寄
附
額
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

▼
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
学
校
職
員
の
服
務
の
宣
誓

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
火
入
れ
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

条
例
改
正

◆
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　

新し
ん

藤と
う　

　

勲い
さ
お

さ
ん

　
　

   　
　
　
　
（
東
町
）

　
　
　

菅す
が　

　
　

敦あ
つ
し

さ
ん

　
　

   　
　
　
　
（
銀
山
）

　
　

本ほ
ん

間ま

美み

津つ

雄お

さ
ん

　
　

   　
　
　
　
（
銀
山
）

　
　

兼か
ね

重し
げ

隆た
か

幸ゆ
き

さ
ん

　
　

   　
　
　
　
（
大
江
）

　
　

滝た
き

上が
み　

　

馨か
お
る

さ
ん

　
　

   　
　
　
　
（
北
町
）

　
　

中な
か

村む
ら

弥や

生よ
い

さ
ん

　
　

   　
　
　
　
（
東
町
）

　
　

山や
ま

本も
と

幸さ
ち

子こ

さ
ん

　
　

   　
　
　
　
（
北
町
）

４年間の顔ぶれ４年間の顔ぶれ
　　　　　　スタート　　　　　　スタート

報

告

▼
令
和
２
年
度
仁
木
町
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

地
方
自
治
法
施
行
令
第
146
条

　
　
　
　

第
２
項
に
基
づ
く
報
告

押
印
の
廃
止
を
含
む
行

政
手
続
き
を
簡
素
化
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６月２２日６月２２日

第　回定例会第　回定例会
令和３年令和３年

２２　保健師等の保健師等の大幅増員大幅増員とと

　 　 保健所保健所機能の強化機能の強化をを要望要望

災害を想定した体制の構築を！災害を想定した体制の構築を！国
・
政
府
等
へ
要
望

▼
保
健
師
等
の
大
幅
増
員
・

保
健
所
機
能
の
抜
本
的
強
化

を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員　

嶋
田　
　

茂

　

保
健
所
体
制
の
脆
弱
さ
が

社
会
問
題
に
な
る
中
、
令
和

２
年
の
「
保
健
所
体
制
に

関
す
る
自
治
体
調
査
」
で
、

76
％
の
自
治
体
が
「
保
健
師

の
増
員
」
が
必
要
と
回
答
し

た
こ
と
を
受
け
、
政
府
は
２

年
間
で
９
０
０
人
を
増
や
す

こ
と
と
し
た
。

　

保
健
所
の
体
制
は
、
地
域

保
健
法
等
の
制
定
に
よ
り
平

成
６
年
で
８
４
７
あ
っ
た
保

健
所
が
４
６
９
と
約
半
数
に

減
っ
て
い
る
。

　

全
国
保
健
所
長
会
が
令
和

２
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ

る
と
、
「
保
健
所
は
健
康
危

機
管
理
の
拠
点
で
あ
り
、
感

染
症
だ
け
で
は
な
く
、
毎
年

意

見

書

▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

嶋
田　
　

茂

　
　
賛
成
議
員　

木
村　

章
生

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

保健師の業務は多岐にわたります

そ
の
他
の
意
見
書

　

横
関
議
長

　

横
関
議
長 

2525
年
表
彰

年
表
彰

第
72
回
北
海
道
町
村
議
会
議
⻑
会
定
期
総
会

に
お
い
て
︑
横
関
議
⻑
が
町
議
会
議
員
在
職
25

年
以
上
に
よ
る
⾃
治
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
︒

 

横
関
議
⻑
は
平
成
15
年
８
⽉
に
初
当
選
を
果

た
し
︑
平
成
23
年
か
ら
副
議
⻑
と
し
て
︑
平
成

27
年
か
ら
は
議
⻑
と
し
て
︑
地
域
の
振
興
発
展

と
住
⺠
福
祉
の
向
上
の
た
め
︑
⽇
夜
献
⾝
的
に

活
動
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
︑
今
回
の
⾃
治

功
労
賞
の
受
賞
に
⾄
り
ま
し
た
︒

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
自
治
功
労
表
彰をを

受
賞
受
賞25 年表彰を受賞した横関議長

よこぜき

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
地

震
や
水
害
な
ど
の
災
害
時
に

も
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
通
常
業
務
で
職
員
の

手
が
足
り
ず
、
十
分
な
対
応

は
で
き
て
い
な
い
」
な
ど
の

回
答
も
あ
り
、
災
害
を
想
定

し
た
人
員
配
置
を
求
め
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

で
、
現
瞬
間
の
コ
ロ
ナ
対
策
、

今
後
の
感
染
拡
大
や
災
害
を

想
定
し
、
保
健
師
等
の
増
員

や
保
健
所
機
能
の
強
化
を
を

要
望
す
る
も
の
で
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

※
表
彰
の
規
定
に
よ
り
︑
副
議
⻑
を
務
め
た
期
間
は
１
・
５
倍
︑

 

議
⻑
を
務
め
た
期
間
は
２
倍
と
し
て
在
職
期
間
を
算
出
し
て
い
ま
す
︒
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第２回定例会の一般質問には、６人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する
方針等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。　

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
（第２回定例会）（第２回定例会）

交通安全対策について

佐藤　秀教　議員
8

さとう　ひでのり

まち全体で子育てを

上村智恵子　議員 13

うえむら ちえこ

災害に強いまちづくりを

野崎　明廣　議員
10

のざき　あきひろ

町の財政基盤の確保について

麿　　直之　議員
12

まろ　　 なおゆき

防災・減災への取組は

門脇　吉春　議員 11

かどわき よしはる

街路灯の維持費格差の解消を

木村　章生　議員
9

きむら　 あきお
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　　　　一　般　質　問 　  

交通安全計画策定の有無は

町長 策定する予定である

問
国
は
本
年
３
月
29
日

に
、
第
11
次　

交
通

安
全
基
本
計
画
を
作
成
し
て

い
る
が
、
本
町
の
計
画
の
有

無
は
。

町
長
国
の
基
本
計
画

を
受
け
て
、
昭

問
冬
期
間
、
町
道
等
か

ら
国
道
に
出
る
際
、

視
界
が
非
常
に
悪
く
危
険
な

状
況
に
な
る
。
こ
の
た
め
、

中
学
校
通
り
の
町
民
の
方
か

ら
国
道
と
の
交
差
点
に
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
要
望

が
あ
る
。
通
学
路
で
も
あ
る

た
め
、
検
討
で
き
な
い
か
。

問
町
長
就
任
３
期
目
に

あ
た
り
、
市
街
地
等

の
狭

き
ょ
う
あ
い隘

で
老
朽
化
の
著
し
い

町
道
の
再
整
備
な
ど
生
活
環

境
整
備
の
具
体
的
な
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

問
交
通
安
全
計
画
に
基

づ
き
、
様
々
な
交
通

安
全
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
前
提
と
し

て
、
交
通
安
全
実
施
計
画
を

作
成
さ
れ
る
の
か
。

　交通安全対策基本法に基づき、陸上、海上及び航空

交通の安全に関する長期的な施策の大綱等を定めるも

ので、現在の第11次交通安全基本計画は、令和３年度

から７年度までの５年間を計画期間としています。

ニキボーのなになに？

交通安全基本計画とは

佐藤　秀教 議員
さとう  ひでのり

和
47
年
度
に
第
１
次
の
仁
木

町
交
通
安
全
計
画
策
定
以

降
、
所
要
の
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
計
画
を
策
定
し
て
お

り
、
今
年
度
か
ら
の
第
11
次

計
画
に
つ
い
て
も
、
現
在
策

定
中
の
北
海
道
の
計
画
を
受

け
て
策
定
す
る
予
定
で
あ

る
。

冬には特に視界が悪くなります

交
通
安

全
実
施

計
画
の
作
成
は
し
な
い
が
、

総
合
計
画
の
中
で
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て
項
目
を
設
け

て
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
具

体
的
な
取
組
に
つ
い
て
も
総

合
計
画
の
実
施
計
画
に
掲
載

し
て
い
る
。

カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー

の
新
設
要
望
が
あ
っ
た
場
合

は
、
道
路
管
理
者
や
警
察
と

協
議
し
、
必
要
な
箇
所
に
設

置
す
る
対
応
を
と
っ
て
い
る
。

通
学
路
で
あ
る
中
学
校
通
り

に
つ
い
て
も
要
望
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
現
地
を
確
認
し

て
対
応
を
検
討
す
る
。

総
務
課
長

町
長
令
和
３
年
４
月

１
日
付
け
で
施

行
さ
れ
た
新
過
疎
法
に
基
づ

い
て
、
計
画
の
策
定
に
向
け
、

整
備
路
線
等
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
が
、
多
く
の
道
路
が

老
朽
化
し
て
お
り
、
防
災
と

総
合
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形

成
に
取
り
組
む
。

総
務
課
長
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　町政のそこが聞きたい　
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問
町
内
会
単
位
で
管
理

し
て
い
る
街
灯
数
と

一
戸
当
た
り
の
電
気
料
負
担

額
は
ど
の
く
ら
い
の
格
差
が

あ
る
の
か
。

問
今
後
、
人
口
減
少
に

よ
り
地
域
差
が
さ
ら

に
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
で
、
町
が
街
路
灯
を

管
理
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

問
一
戸
当
た
り
の
負
担

額
の
格
差
を
解
消
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長
令
和
２
年
度
の

町
補
助
金
の
交

付
実
績
と
各
町
内
会
の
戸
数

か
ら
推
計
す
る
と
、
一
戸
当

た
り
の
電
気
料
負
担
額
は
、

推
計
で
最
大
で
年
間
４
０
９

２
円
か
ら
、
最
小
で
２
５
６

円
、
平
均
で
は
１
１
４
９
円

と
な
り
、
最
大
と
最
小
の
差

町
長

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
一
段
落
後
に
検
討
し
た
い

維
持
管
理
費
の
格
差
解
消
策
は

は
、
年
間
で
３
８
３
６
円
と

な
っ
て
い
る
。

木村　章生 議員
きむら　　あきお

町
長
団
体
で
設
置
し

て
い
る
街
路
灯

は
、
各
団
体
の
判
断
で
必
要

な
設
置
灯
数
を
決
め
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
負
担
額
の
格

差
を
解
消
す
る
た
め
に
補
助

率
を
変
え
る
こ
と
は
、
各
地

区
の
道
路
延
長
や
、
世
帯
数

な
ど
が
様
々
で
あ
る
こ
と
か

ら
現
時
点
で
難
し
い
も
の
で

は
あ
る
が
、
負
担
額
に
格
差

が
生
じ
て
い
る
要
因
な
ど
に

つ
い
て
調
査
を
行
う
。

町
長
団
体
設
置
の
街

路
灯
は
、
そ
れ

ぞ
れ
団
体
の
所
有
物
で
あ
り
、

管
理
に
お
い
て
も
団
体
が
行

う
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
一
段
落
し
、
町

の
補
助
総
額
が
減
少
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
現
行
の
維
持

管
理
費
の
補
助
率
見
直
し
な

ど
負
担
軽
減
と
な
る
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。問

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

の
交
換
や
修
繕
に
つ

い
て
は
、
結
構
な
金
額
が
か

か
る
た
め
、
工
事
費
の
支
払

い
が
終
わ
っ
て
か
ら
補
助
金

を
申
請
す
る
形
で
は
、
３
分

の
１
と
は
い
え
、
負
担
が
大

き
い
。
対
策
で
き
な
い
の
か
。

今
現
在
、

街
路
灯

補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

設
置
後
に
業
者
に
支
払
っ
た

領
収
書
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、

補
助
金
を
申
請
す
る
方
法
と
、

工
事
が
終
わ
っ
た
後
に
受
け

取
っ
た
請
求
書
を
添
付
し
て

補
助
金
を
申
請
す
る
方
法
が

あ
る
。
後
者
の
場
合
は
、
一

時
的
に
全
額
負
担
す
る
必
要

が
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な

総
務
課
長

対
応
も
必
要
が
あ
れ
ば
と
っ

て
い
き
た
い
。

問
多
数
の
街
路
灯
を
管

理
し
て
い
く
た
め
に

は
、
町
内
会
未
加
入
者
へ
の

働
き
か
け
も
重
要
だ
が
、
何

か
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

町
内
会

の
活
動

は
行
政
と
し
て
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
加
入
に
つ
い
て
周
知
・

啓
蒙
し
て
ま
い
り
た
い
。

総
務
課
長

街路灯のＬＥＤ化が進んでいます
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一　般　質　問 

問
北
海
道
新
幹
線
や
高

規
格
道
路
の
関
連
工

事
に
よ
る
山
林
の
伐
採
等
で

町
の
景
観
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
が
、
道
路
や
河
川
へ

与
え
る
影
響
と
そ
の
対
策
は
。

避難ルートの設定を

町長 状況に応じた手段を検討

問
本
年
よ
り
掘
削
土
が

町
有
地
に
搬
入
さ
れ

る
が
、
盛
土
の
地
滑
り
や
、

大型車両も通れるそうですが・・・

野崎　明廣 議員
のざき  あきひろ

問
森
林
整
備
の
促
進
に

よ
り
、
環
境
の
変
化

に
よ
る
保
水
力
の
低
下
に
は

至
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
現
状
と
し
て
、
土
砂
災

害
区
域
も
追
加
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
要
因

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

開
発
行

為
に
よ

る
森
林
の
伐
採
な
ど
は
保
水

力
の
低
下
の
要
因
に
は
含
ま

企
画
課
長

れ
る
も
の
の
、
本
町
に
お
け

る
森
林
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、

伐
採
・
植
林
・
育
成
と
い
う

こ
と
で
、
循
環
サ
イ
ク
ル
に

よ
り
、
保
水
力
を
低
下
さ
せ

な
い
取
組
を
実
施
し
て
い
る

た
め
、
長
期
的
な
視
点
で
は

保
水
力
の
低
下
に
大
き
な
影

響
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

町
長
両
工
事
と
も
環

境
影
響
評
価
法

に
基
づ
く
、
水
質
や
地
下

水
な
ど
の
水
環
境
を
始
め
、

様
々
な
面
か
ら
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

注
目
す
べ
き
影
響
は
な
い
と

の
判
断
が
示
さ
れ
、
学
識
経

験
者
等
の
第
三
者
か
ら
構
成

さ
れ
る
委
員
会
の
意
見
聴
取

を
経
て
採
択
が
行
わ
れ
て
い

る
。問

北
海
道
が
管
理
し
て

い
る
河
川
は
、
災
害

を
防
ぐ
た
め
の
整
備
を
要
請

し
て
い
る
の
か
。

北
海
道

と
は
期

成
会
要
望
等
に
係
る
部
分
で

年
２
回
ほ
ど
意
見
交
換
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
町
民
か
ら

の
要
望
等
が
あ
っ
た
場
合
や
、

建
設
課
長

町
の
職
員
が
危
険
性
が
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
に
つ
い
て

は
、
随
時
、
北
海
道
に
対
し

要
望
等
を
し
て
い
る
。

長
沢
地

区
は
残

土
置
き
場
と
し
て
利
用
す
る

た
め
の
造
成
を
行
っ
て
い
る
。

企
画
課
長

　

基
本
的
に
は
発
注
者
が
責

任
を
も
っ
て
設
計
、
管
理
、

施
工
し
て
い
る
が
、
適
時
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
安
全

に
工
事
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

表
面
の
水
が
沢
に
流
出
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
町
と
し

て
管
理
・
対
策
す
る
予
定
は

な
い
の
か
。

問
町
道
と
高
規
格
道
路

の
交
差
部
19
か
所
の

う
ち
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
が
８
か
所
と
の
こ
と
だ
が
、

災
害
時
に
も
対
応
可
能
な
幅

な
の
か
。

町
長
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
の
断
面

は
北
海
道
開
発
局
と
も
協
議

し
て
お
り
、
幅
・
高
さ
と
も

に
大
型
車
両
の
通
行
が
可
能

で
あ
る
た
め
、
災
害
時
で
も

現
状
の
機
能
は
確
保
さ
れ
て

い
る
。
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　町政のそこが聞きたい　

門脇　吉春 議員
かどわき　よしはる

問
町
長
は
３
期
目
の
所

信
表
明
で
、
町
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
整
備
と
「
防
災

士
」
の
資
格
を
有
す
る
職
員

の
配
置
を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
民
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
予
定
な
の
か
。

町
長
担
当
課
内
に
お

い
て
防
災
士
研

修
を
受
講
さ
せ
、
研
修
後
は
、

担
当
業
務
の
中
で
そ
の
知
識

を
補
完
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
次
年
度
以
降
に
採

問
本
町
は
３
月
に
防
災

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
配

布
し
て
い
る
が
、
余
市
川
浸

水
深
の
錯
誤
が
判
明
し
た
。

そ
の
後
の
後
志
総
合
振
興
局

小
樽
建
設
管
理
部
と
の
再
発

防
止
に
務
め
る
た
め
の
対
策

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

協
議
は
。

今
後
の
防
災
・
減
災
へ
の
取
組
は

用
を
予
定
し
て
い
る
地
域
防

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
携

等
に
よ
り
、
更
な
る
防
災
危

機
管
理
能
力
の
向
上
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、

防
災
訓
練
時
に
お
け
る
活
動

や
地
域
に
お
け
る
防
災
教
育

な
ど
の
場
面
に
お
い
て
、
町

民
の
防
災
意
識
の
醸
成
に
務

め
て
い
く
。

町
長

安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
を
推
進

問
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
任
用
に
関

し
、
退
職
自
衛
官
の
採
用
を

計
画
し
て
い
る
が
、
求
人
に

至
っ
た
経
緯
は
。

余
市
川
洪
水
浸

水
想
定
区
域
図

の
修
正
概
要
が
、
６
月
下
旬

頃
を
予
定
と
し
て
、
北
海
道

広
報
に
掲
載
さ
れ
る
も
の
と

伺
っ
て
お
り
、
防
災
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
の
修
正
に
当
た
っ
て

は
、
北
海
道
に
お
け
る
今
後

の
対
応
を
踏
ま
え
、
協
議
・

調
整
を
進
め
て
い
く
。

問
防
災
士
や
北
海
道
防

災
マ
ス
タ
ー
の
資
格

取
得
希
望
者
へ
の
補
助
を
検

討
し
て
は
い
か
が
か
。

町
長
今
後
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
資
格

取
得
希
望
者
が
増
え
て
い
く

の
か
な
ど
も
含
め
、
町
と
し

て
防
災
に
対
す
る
意
識
啓
蒙

の
た
め
に
、
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
活
用
し
て
町
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
く
き
っ
か

け
と
し
た
い
。

　

そ
の
中
で
、
資
格
取
得
者

の
補
助
も
検
討
材
料
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
の

辺
も
含
め
て
、
今
後
、
取
組

を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

防災パーテーションの組み立ては町民の
みなさんの協力も必要です。

町
長

町
長
防
災
に
関
す
る

業
務
は
、
他
の

業
務
同
様
に
職
員
が
担
当
し

て
き
た
が
、
全
て
の
災
害
が

同
じ
規
模
で
は
な
い
た
め
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
難
し
く
、

人
事
異
動
に
よ
り
さ
ら
に
知

識
の
継
承
も
難
し
い
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
異
常
気

象
な
ど
の
気
候
変
動
に
伴
い
、

想
定
を
超
え
る
事
態
が
発
生

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
、
実
務
経
験
を
有

す
る
高
い
識
見
を
持
っ
た
地

域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資

格
の
あ
る
退
職
自
衛
官
の
採

用
を
決
め
た
。
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問
佐
藤
町
長
は
今
任
期

中
に
財
源
確
保
の
施

策
と
し
て
何
を
考
え
、
初
年

度
は
具
体
的
に
何
を
し
よ
う

と
計
画
し
て
い
る
の
か
。

町
長
第
６
期
総
合
計

画
に
お
い
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

に
よ
る
新
た
な
財
源
の
創
出

を
記
載
し
て
い
る
。

副
町
長
他
の
自
治

体
で
活
用

もっとＰＲが必要です

問
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
で
実

施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

麿　　直之 議員
まろ     なおゆき

問
２
０
２
４
年
ま
で
に

寄
附
額
２
億
円
を
目

安
と
し
て
い
る
が
、
来
年
６

月
ま
で
の
目
標
値
は
。

　　　　一　般　質　問 　

問
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
現
状
の
寄
附
額

と
、
そ
の
成
果
に
対
す
る
検

証
結
果
は
。

副
町
長
具
体
的
な

数
値
目
標

は
な
く
、
全
般
的
に
２
億
円

程
度
あ
れ
ば
と
い
う
思
い
が

あ
る
。
当
然
、
相
手
が
あ
る

話
な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て

努
力
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

し
て
い
る
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
魅
力
的
な
も
の
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き

た
い
。

来年６月までの目標額は
副町長 具体的な数値目標は設定しない

企
画
課
長

現
在
受
け

て
い
る
寄

附
金
額
は
０
円
で
あ
る
。

副
町
長
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況

と
い
う
こ
と
も
鑑
み
た
中

で
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
出
展
も

リ
モ
ー
ト
に
限
定
さ
れ
る
等
、

実
質
的
な
動
き
は
限
定
的
で

あ
っ
た
た
め
、
検
証
は
せ
ず
、

実
際
の
ス
タ
ー
ト
は
今
年
度

か
ら
と
考
え
、
１
年
目
、
２

年
目
と
区
切
ら
ず
、
取
組
を

す
す
め
て
い
き
た
い
。

問
具
体
的
な
目
標
を
立

て
ず
に
ど
の
よ
う
に

検
証
す
る
の
か
。

副
町
長
あ
く
ま
で

も
企
業
の

社
会
貢
献
で
、
地
方
創
生
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
に
寄

附
を
す
る
制
度
な
の
で
、
仁

木
町
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

仁
木
町
の
取
組
に
対
し
て
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

問
事
業
を
実
施
し
て
い

く
上
で
、
目
標
値
を

立
て
て
検
証
し
て
い
く
こ
と

が
見
え
な
い
が
、
ど
う
す
る

の
か
。

町
長
明
確
な
目
標
と

い
う
も
の
は
こ

れ
ま
で
も
な
い
が
、
町
が
自

立
で
き
る
仕
組
み
作
り
を
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う

部
分
で
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
こ
と
を
理
解
し

て
ほ
し
い
。
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　町政のそこが聞きたい　

上村智恵子 議員
うえむら ちえこ

町
長
令
和
５
年
度
か

ら
供
用
開
始
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る

（
仮
称
）
仁
木
町
子
育
て
支

援
拠
点
施
設
の
整
備
後
に
、

改
め
て
広
範
な
子
育
て
世
代

か
ら
の
意
見
や
要
望
を
伺
っ

た
上
で
、
必
要
性
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

保
育
士
が
安
心
し
て
働
け
る
場
を

町
長

実
態
に
即
し
た
形
で
前
向
き
に
検
討

保育士の確保は重要課題のひとつです

町
長
保
育
環
境
が
非

常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
保
育
士
の
働
く
環
境

の
見
直
し
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
時
代

に
即
し
た
形
で
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
必
要
性
に
つ
い

て
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

問
保
育
士
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ

の
進
捗
状
況
は
。

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
拡
大
す

る
中
、
保
育
現
場
は
強
い
緊

張
感
で
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

通
常
の
保
育
以
上
の
仕
事
量

で
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
。

町
長
に
き
保
育
園
園

長
が
地
元
出
身

の
学
生
が
在
籍
す
る
指
定
保

育
士
養
成
校
を
訪
問
し
、
保

育
実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
勧
奨
す
る
な
ど
、
地
元

人
材
の
確
保
に
向
け
、
き
め

細
や
か
な
対
応
を
行
い
、
そ

の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
７
名

の
学
生
を
受
け
入
れ
、
う
ち

地
元
出
身
者
２
名
を
保
育
士

と
し
て
令
和
２
年
度
に
採
用

し
て
い
る
。

フ
ァ
ミ

リ
ー
サ

ポ
ー
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
は
平
成
29
年
に
実
施
し
た
。

一
定
程
度
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
マ
イ

ナ
ス
な
回
答
も
多
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
詳
細
な

ニ
ー
ズ
が
必
要
に
な
る
か
と

思
う
が
、
大
々
的
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
の
で
は

な
く
、
手
続
等
で
窓
口
に
お

越
し
に
な
っ
た
方
な
ど
、
日

常
の
窓
口
業
務
の
中
で
、
聞

け
る
範
囲
で
聞
き
、
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
で
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

住
民
課
長

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
保
育
士
に

５
万
円
の
支
援
金
を
配
布
し

た
自
治
体
も
多
数
あ
る
が
、

本
町
で
は
何
か
施
策
を
考
え

た
の
か
。

　保育園や幼稚園などの保育施設としての機能ではな

く、育児や介護などの援助を受けたい人と、援助でき

る人が会員になり、助け合う組織の事で、それぞれの

連絡、調整などの橋渡し役を担うものです。

ニキボーのなになに？

ファミリーサポートセンターとは
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５月２８日５月２８日

第　回臨時会
令和３年令和３年

２２見えないウイルスを撃退見えないウイルスを撃退

 ワクチン接種に1400万円補正 ワクチン接種に1400万円補正

　

第
２
回
臨
時
会
は
︑
５
⽉
28
⽇
に
開
会
し
︑
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
︒

 

町
か
ら
︑
専
決
処
分
６
件
︵
令
和
２
年
度
補
正
予
算
４
件
︑
条
例
改
正
２
件
︶
︑
令
和
３
年
度
補
正
予

算
１
件
︑
契
約
締
結
１
件
の
計
８
件
が
上
程
さ
れ
︑
全
て
の
議
案
を
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
︒

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

補
正
予
算

▼
令
和
２
年
度
会
計

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
５
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

執
行
残
等
に
よ
る
減
額
補
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
承
認

し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
専
決
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

◇
簡
水
特
別
会
計
（
専
決
第
1
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

補正額 予算総額

・一般会計（13回目の補正）   

4425万7000円減 42億8065万1000円
・国民健康保険事業特別会計（６回目の補正）

 　   　   274万円減 2億900万6000円
・簡易水道事業特別会計（４回目の補正）

　　　590万円減 4億216万2000円

・後期高齢者医療特別会計（４回目の補正）

141万8000円減 7195万円

補正額 予算総額

・一般会計（１回目の補正）    

    　  1547万8000円増 38億2397万9000円

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
専
決
第
2
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

▼
令
和
３
年
度
会
計

◇
一
般
会
計
（
第
1
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
委
託
料
等
の
追
加

補
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案

▼
仁
木
町
税
条
例
等
の
一
部

改
正
（
専
決
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

▼
仁
木
町
地
域
支
援
事
業
及

び
生
活
支
援
事
業
条
例
の
一

部
改
正
（
専
決
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

　
　

並
行
在
来
線
の
収
支
予
測
を
公
表

　

４
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回
北
海
道
新
幹
線
並
行

在
来
線
対
策
協
議
会
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、
長
万

部
・
小
樽
間
を
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
し
た
場
合
、
初
期

投
資
と
し
て
約
１
９
１
億
円
が
必
要
と
さ
れ
、
初
年
度
収

支
は
収
入
の
約
３
億
円
に
対
し
、
費
用
は
約
27
億
円
が
見

込
ま
れ
る
と
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
得
ら
れ
た
情
報
を
お
示
し
し
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
地
域
交
通
の
在
り
方
や
確
保
の
方
策
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
、
し
っ
か
り
と
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

契
約
締
結

▼
令
和
３
年
度
配
水
管
整
備

事
業
大
江
地
区
国
道
５
号
外

配
水
管
布
設
工
事
請
負
契
約

の
締
結

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　
　

鳥
獣
駆
除
対
策
経
費
の

関
連
で
、
令
和
２
年
度
の
捕

獲
実
績
数
と
、
法
的
根
拠
も

含
め
た
そ
の
処
理
方
法
は
。

Ｑ

質
疑
あ
れ
こ
れ

Ａ
71
頭
の
実
績
が
あ
り
、

農
林
水
産
省
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
処
理
に
関
す
る
通
知
の

内
容
に
従
い
、
生
態
系
に
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
適
切
な

方
法
で
埋
設
し
て
い
る
。
ま

た
、
キ
ツ
ネ
等
の
掘
り
起
こ

し
が
無
い
よ
う
更
に
周
知
す

る
。
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事務調査事務調査

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

８
月
か
ら
大
江
の
残
土

を
長
沢
の
受
入
れ
地
に
運
び
、

冬
季
は
長
沢
に
運
べ
な
い
の

で
、
ま
た
大
江
に
仮
置
き
し

た
い
と
の
話
が
あ
っ
た
が
、

終
了
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

ＱＡ
　
　

大
江
の
仮
置
き
場
は
町

有
地
で
あ
り
、
令
和
２
年
８

月
か
ら
２
年
間
と
い
う
こ
と

　

北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル

発
生
土
の
長
沢
地
区
町
有
地

へ
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
令

和
２
年
２
月
26
日
の
全
員
協

議
会
に
お
い
て
説
明
を
受
け

て
お
り
、
今
回
の
調
査
で
は
、

長
沢
地
区
町
有
地
の
受
け
入

れ
態
勢
の
進
捗
状
況
と
、
大

江
の
残
土
仮
置
き
場
に
対
す

る
、
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

長
沢
の
受
入
れ
地
は
最

終
的
に
覆
土
さ
れ
る
が
、
植

樹
し
た
上
で
、
町
有
地
と
し

て
活
用
す
る
の
か
。

ＱＡ
　
　

機
構
と
の
話
し
合
い
の

中
で
は
、
最
終
的
に
植
樹
が

で
き
る
状
態
で
返
還
し
て
も

ら
え
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

広
い
敷
地
の
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
活
用
場
面
も
考
え
ら
れ

る
。

　

か
な
り
先
に
な
る
と
は
思

う
が
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
有
効
な
活

用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

高さが予定値に迫る高さが予定値に迫る
　　　　大江の仮置き場　　　　大江の仮置き場

受け入れ態勢の整備を進める　受け入れ態勢の整備を進める　
　　　　　　　　　長沢町有地　　　　　　　　　長沢町有地

令
和
３
年
５
月
11
日
に
、
北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル

発
生
土
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
大
江
の
仮
置
き
場
及

び
、
長
沢
の
受
入
れ
予
定
地
を
調
査
し
ま
し
た
。

で
貸
し
出
し
て
い
る
。
令
和

４
年
の
秋
以
降
に
更
地
に
戻

す
が
、
作
業
等
で
若
干
伸
び

る
可
能
性
が
あ
る
。
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町長の熱い想い町長の熱い想い

人を育て未来を築く住みよい町人を育て未来を築く住みよい町
野
崎
委
員
長　

本
日
は
、
佐

藤
町
政
３
期
目
の
新
規
事
業

で
、
特
に
重
要
だ
と
思
わ
れ

る
３
事
業
に
つ
い
て
、
町
長

の
想
い
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

佐
藤
町
長　

町
長
に
就
任
し

て
か
ら
の
８
年
間
で
、
た
く

さ
ん
の
農
家
の
方
と
話
し
ま

し
た
が
、
後
継
者
が
少
な
い

こ
と
に
危
機
感
を
も
っ
て
い

ま
す
。
農
地
を
買
い
た
い
方

と
売
り
た
い
方
の
橋
渡
し
役

を
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と

し
て
体
制
化
し
、
本
町
の
農

業
基
盤
を
よ
り
強
固
な
も
の

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

野
崎
委
員
長　

稲
作
や
果
樹

も
同
様
の
考
え
な
の
で
し
ょ

う
か
。

佐
藤
町
長　

は
い
。
農
地
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

の
で
、
作
物
は
限
定
せ
ず
、

全
て
を
対
象
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

木
村
副
委
員
長　

新
規
就
農

を
目
指
す
方
が
後
継
者
不
在

の
農
家
で
働
き
な
が
ら
、
就

農
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い

く
よ
う
な
取
組
も
い
い
と
思

い
ま
す
が
。

佐
藤
町
長　

ま
だ
研
究
段
階

で
す
が
、
他
の
市
町
村
の
取

組
も
研
究
し
、
良
い
制
度
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
藤
町
長　

最
近
は
、
高
収

入
な
仕
事
よ
り
も
、
や
り
が

い
を
求
め
た
り
、
仕
事
よ
り

家
庭
を
優
先
す
る
な
ど
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
み

ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時

代
の
流
れ
の
中
で
、
都
市
部

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
家
庭
菜

園
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
宅
地
整

備
を
、
遊
休
町
有
地
を
活
用

し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

麿
委
員　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
年

齢
層
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。

佐
藤
町
長　

コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中

で
、
例
え
ば
、
１
年
の
う
ち

半
分
は
都
市
部
で
過
ご
し
、

残
り
の
半
分
は
田
舎
暮
ら
し

を
す
る
な
ど
の
現
役
世
代
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
く
る

と
想
定
し
て
い
ま
す
。

木
村
副
委
員
長　

Ｐ
Ｒ
の
仕

方
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
町
長　

ニ
ー
ズ
は
変
化

し
て
い
く
た
め
、
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤
町
長　

行
政
職
員
へ
の

期
待
も
含
め
た
厳
し
い
目
が

あ
る
中
で
、
そ
れ
に
応
え
て

い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に

新
た
な
施
策
を

農
業
担
い
手
・
人
材

　
　

育
成
確
保
事
業

宅
地
整
備
実
証
事
業

地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
聘

若
手
職
員
が
自
分
の
担
当

課
内
の
課
題
だ
け
で
は
な
く
、

町
全
体
と
し
て
の
問
題
を
共

有
し
て
解
決
し
て
い
け
る
成

長
の
き
っ
か
け
作
り
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

麿
委
員　

若
手
職
員
の
意
識

改
革
が
狙
い
な
ん
で
す
ね
。

佐
藤
町
長　

は
い
。
そ
こ
か

ら
波
及
し
て
ベ
テ
ラ
ン
職
員

に
も
影
響
を
与
え
る
く
ら
い

の
効
果
が
出
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

野
崎
委
員
長　

町
長
３
期
目

に
向
け
た
想
い
を
伺
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
上

手
く
い
く
こ
と
に
期
待
し
つ

つ
、
我
々
は
議
員
と
し
て

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

特 集集

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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町内のワイン事業者はどんどん増えています

令和３年４月以降分から対象になります

自宅から分娩
可能な医療機関
までの距離が
道の補助対象
(25km)以下の
場合でも、町で
交通費を補助し
ます。

ワイン事業者ワイン事業者定着支援事業定着支援事業

（東町・大野さん）

（東町・福光さん）

　傾斜地の農地は果物

狩りには危険なので、

ヘーゼルナッツへの転

換は有効だと思います。

　防除も必要なく、や

ることは草刈りと冬囲

い程度なので人の確保

が難しい現在ではオス

スメです。

　１人目の出産の時は補助が無かっ

たので、少しでも補助があるのは嬉

しいです。

　牛乳券は無くなってしまい残念で

すが、これからも子育て環境の充実

に力を入れてほしいです。

おおの

ふくみつ

（北町・三木さん）
み き

 　  

仁
木
町

仁
木
町
新
戦
略
作
物

新
戦
略
作
物

　
　
　
　

   
   

導
入
支
援
事
業

導
入
支
援
事
業

　

省
力
栽
培
が
可

能
で
、
景
観
形
成

に
も
優
れ
て
い
る

ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ

を
新
戦
略
作
物
と

位
置
付
け
、
対
象

と
な
る
苗
木
の
購

入
経
費
を
補
助
し

ま
す
。

世界三大ナッツのヘーゼルナッツ

その他の施策その他の施策

ピックアップピックアップ

　ワイン事業者
の栽培技術の高
位平準化に向け、
アドバイザーの
招聘と「交流の
場」づくりを支
援します。

妊産婦健診交通費妊産婦健診交通費補助金補助金

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと 　定着支援はありがた

いですが、新しい生産

者をもっと増やしてほ

しいです。そのための

取り組みとして、農地

情報の充実や、耕作放

棄地の整備費用の補助

があると、新規事業者

は助かると思います。

294294 万円万円

5050 万円万円

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

400400 万円万円
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持続的発展のための
　　 　　　計画策定へ

全員協議会全員協議会
５月２８日５月２８日

　
　

防
災
用
ベ
ッ
ド
は
、
段

ボ
ー
ル
で
作
る
も
の
で
は
な

く
、
折
り
畳
み
式
な
の
か
。

　
　

折
り
畳
み
ベ
ッ
ド
を
予

定
し
て
お
り
、
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
は
キ
ャ
ン
プ
等
で
も
使

う
よ
う
な
形
の
、
折
っ
て
使

用
で
き
る
も
の
を
予
定
し
て

い
る
。

ＱＡ

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
事
業
は
想
定
数

を
２
３
８
５
名
分
と
し
て
い

る
が
、
何
を
基
に
数
字
を
算

出
し
て
い
る
の
か
。

　
　

過
去
３
年
分
の
実
績
を

確
認
し
た
上
で
、
12
歳
以
下

の
方
が
80
％
、
13
歳
以
上
の

方
が
70
％
の
接
種
率
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
、
対
象
人

数
を
算
出
し
た
。

ＱＡ

　
　

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
整
備

補
助
金
交
付
事
業
の
対
象
と

な
る
町
内
事
業
所
の
範
囲
は
。

　
　

観
光
等
で
お
客
様
が
見

え
ら
れ
る
場
所
や
、
町
内
の

工
場
な
ど
の
事
業
者
で
も
構

わ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、
不
特
定
多
数

の
人
や
事
業
者
が
出
入
り
す

る
中
で
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
設
置
す
る
事
業
者
に

費
用
の
補
助
を
し
て
い
き
た

い
。

ＱＡ

　
　

空
き
家
調
査
事
業
は
過

去
に
も
調
査
し
た
と
思
う
が
、

そ
の
他
に
ど
の
よ
う
な
調
査

を
行
い
、
情
報
を
活
用
す
る

の
か
。

　
　

現
在
、
町
が
把
握
し
て

い
る
情
報
は
、
平
成
27
年
度

に
職
員
が
自
ら
調
査
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
状
況
の
変

化
や
不
良
度
判
定
等
も
行
っ

た
上
で
、
今
後
の
空
き
家
計

画
の
基
礎
資
料
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
起
業
さ
れ
る
方
の

情
報
提
供
な
ど
に
活
用
し
た

い
。

ＱＡ

事　業　内　容 事 業 費

１
避難者が床からのほこり等を吸い込むリスクを軽減するための防災用折り畳み簡易ベッ
ドを購入します。

71万 7千円

２
インフルエンザワクチンの予防接種の自己負担額 1000 円を公費負担とし、ワクチン接種
の促進を図ります。

241万 5千円

３
不特定多数の方が出入りする町内事業者においてサーマルカメラを整備する事業所に対
し、整備費用の一部を補助します。

300万円

４
町内の観光果樹園、直売所、ワイナリー及び飲食店に対し、持続的な経営を支援するこ
とを目的とし、全町民に地域応援商品券を配布します。

1839 万 1千円

5
外出の自粛や各種健康教室等の事業中止に協力いただいた高齢者（77歳以上）に対し、
観光客の激減により売り上げが低迷している仁木町にゆかりのある菓子類を配布します。

195万 3千円

6
空き家調査により町内の空き家の実態を把握し、空き家バンクへの登録推進を図るほか、
空き家を活用したワーケーションの推進や都心部からの移住促進に繋げます。

341万円

５月 28 日開催の全員協議会では
昨年度から交付されている地方創
生臨時交付金の第３次分を活用す
る事業について説明を受けました。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
い
る
地
域
経
済
や
住
民
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

本
町
で
は
、
14
分
野
で
総

額
約
６
千
万
円
の
事
業
を
予

定
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

密になりやすい避難所での感染対策も重要です
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持続的発展のための持続的発展のための
　　 　　　計画策定へ　　 　　　計画策定へ

　昭和45年に最初の「過疎地域対策緊急措置法」が10年の時限立法として制定されて以降、これまで４回に
わたり、いわゆる「過疎法」が制定されてきました。
　この過疎法により過疎地域と認めれた市町村は、過疎地域自立促進市町村計画を作成し、これに基づいて行
う事業については、過疎対策事業債という他の地方債より条件の良い地方債の発行が認めれらています。

ニキボーのなになに？

過疎法とは

全員協議会全員協議会
７月１４日７月１４日

　
　

仁
木
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
市
町
村
計
画
を
策
定

す
る
上
で
、
旧
過
疎
計
画
や

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
検
証
し
た

の
か
。

　
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総

合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
の
２
期
目
開
始

の
時
点
で
、
総
合
計
画
策
定

ＱＡ

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

２
０
２
４
年
に
は
高
規

格
道
路
（
余
市
・
仁
木
間
）

開
通
の
見
通
し
で
あ
る
が
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
た
環

境
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の

計
画
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

ＱＡ

７月 14 日開催の全員協議会では
令和３～７年度の「仁木町過疎地
域持続的発展市町村計画」につい
ての説明を受けました。

　これまでの旧法では「財政運営支援法」のような位置付けとされていましたが、令和３年度からの新法で
は、「持続的発展を支援する法律」というように趣旨が大きく変わりました。

　過疎地域への移住者の増加、革新的な技術の創
出、情報通信技術を利用した働き方への取組といっ
た過疎地域の課題の解決に資する動きを加速させ、
過疎地域における持続的な地域社会の形成及び地域
資源等を活用した地域活力の更なる向上を実現する
よう全力で取り組むことが極めて重要である。

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法（新法）
　人口の減少により地域社会における活力が低下
し、生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比
較し低位にある地域について、総合的かつ計画的な
対策を実施するために必要な特別措置を講ずること
で、これらの地域の自律的促進を図り地域格差の是
正等に寄与する。

過疎地域自立促進特別措置法（旧法）

　
　

今
回
の
計
画
に
お
い
て

は
、
本
町
の
観
光
拠
点
の
あ

り
よ
う
に
つ
い
て
も
、
見
直

し
・
機
能
強
化
・
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
等
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
計
画
を
含
め
て
、
今

後
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
さ
ら

な
る
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

り
、
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
賑
わ
い
創
出
に
向
け
て
は

全
精
力
を
つ
ぎ
込
ん
で
ま
い

り
た
い
。

時
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
を
実
施
す
る
な
ど
、
検
証

を
し
な
が
ら
策
定
し
て
き
た
。

　

今
回
の
計
画
は
そ
れ
ら
の

検
証
を
活
用
し
な
が
ら
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
。

計画には町道仁小中線を含む３路線の整備事業も盛り込まれました
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定例会定例会

絆

朝
日　

宏
自
さ
ん
（
東
町
）

 

気
候
も
⼈
も
良
く
︑
と
て
も
良
い
環
境
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
︒

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

麿　

直
之
）

気
軽
に
情
報
交
換
で
き
る
場
を

交通事故に気を付けて交通事故に気を付けて
　

今
年
４
月
に
、
銀
山
駐
在
所
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
長
谷
川
巡
査
部
長
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

前
任
は
蘭
越
町
の
港
駐
在
所
で
、
今
ま
で
岩
内
町
や
稚
内
市
な
ど
、
港
町
で
の
勤
務
が
多
か
っ
た
と
い

う
長
谷
川
巡
査
部
長
。

　

本
町
の
印
象
を
伺
う
と
、
「
余
市
町
に
行
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
仁
木
に
も
よ
く
来
て
い
ま
し
た
。
農

業
が
盛
ん
な
地
域
で
、
気
候
も
良
く
住
み
や
す
い
町
で
す
ね
。
銀
山
の
い
ち
ご
は
有
名
で
し
た
が
、
今
は

作
っ
て
い
る
軒
数
が
少
な
く
な
っ
て
少
し
残
念
で
す
。
」
と
、
本
町
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

旅
行
が
趣
味
と
の
こ
と
で
、
お
孫
さ
ん
と
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

余
市
警
察
署　

銀
山
出
張
所

輝く町民輝く町民ささんんを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

︵
取
材
・
記
事　

門
脇
吉
春
︶

　

「
地
域
の
方
が
た
く
さ
ん
声
を
か
け
て
挨
拶
し

て
く
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
の
こ
と
で
、
「
近

所
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、
家
庭

菜
園
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
、
す
で
に
地
域

に
溶
け
込
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

長
谷
川
巡
査
部
長
か
ら
「
前
任
地
も
そ
う
で
し

た
が
、
高
齢
者
が
多
い
の
で
交
通
事
故
に
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
大
江
・
銀
山
地
域
は
、

工
事
車
両
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
は
夜
間
も
通
行
す

る
よ
う
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
十
分
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

長
谷
川
巡
査
部
長
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

連
載
23
回
目
は
、
東
町
在
住
の
朝
日
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
息
子

さ
ん
の
３
人
家
族
で
、
4
年
前
に
新
規
就
農

者
と
し
て
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　

朝
日
さ
ん
は
、
農
業
を
営
み
、
主
に
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

仁
木
町
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

 

ち
ょ
っ
と
⼦
ど
も
を
預
け
た
い
場
合
な
ど

に
利
⽤
で
き
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
よ

う
な
仕
組
み
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
︒

 

ま
た
︑
⼦
ど
も
た
ち
を
集
め
て
︑
町
内
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
⽅
た
ち
と
の
つ
な

が
り
の
場
を
創
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
︑
町
⺠
さ
ん
の
情
報
な
ど
︑
気
軽
に
意
⾒

交
換
で
き
る
ツ
ー
ル
が
あ
る
と
︑
も
っ
と
町

が
活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒

　

普
段
の
生
活
の
中
で
町
に
望
む
も
の
は

あ
り
ま
す
か
。

 

⾃
分
で
の
び
の
び
夢
を
描
い
て
育
っ
て
ほ

し
い
︒
そ
れ
ま
で
は
頼
っ
て
ね
︕

　

た
く
さ
ん
の
方
に
親
切
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
ま
ち
に
少
し
で
も
貢
献
し
た

い
で
す
。
特
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

子
育
て
し
、
子
ど
も
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
今
後
も
作
り
た
い
で
す
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

　

仁
木
町
の
将
来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

 

未
来
は
明
る
い
と
思
い
ま

す
︒

 

た
だ
︑
新
規
就
農
を
し
た

い
⽅
が
︑
農
地
を
探
す
時
に
︑

農
地
を
売
り
た
い
⽅
と
買
い

た
い
⽅
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
整
備
や
︑
農
地
を

ち
ょ
う
ど
よ
い
⼤
き
さ
に
再

分
割
し
て
売
り
に
出
せ
る
よ

う
な
仕
組
み
が
あ
れ
ば
も
っ
と
⼊
っ
て
き
や

す
く
な
る
と
思
い
ま
す
︒

◆
編
集
・
発
行
責
任
者

議　

長

横
関　

一
雄

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

野
崎　

明
廣

副
委
員
長

木
村　

章
生

委　

員

麿　
　

直
之

委　

員

門
脇　

吉
春

（9月下旬開催予定）

巡
査
部
長　

長
谷
川　

博
伸　

さ
ん

仁
木
町
で
や
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。自

身
の
農
地
を
「
子
ど
も
が
集
ま
っ
て
遊

び
、
学
べ
る
場
所
『
ひ
み
つ
き
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
」
と
し
て
、
提
供
し
て
い
る
朝
日
さ

ん
。
山
の
中
の
広
い
場
所
で
子
ど
も
を
自
由

に
遊
ば
せ
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
自
宅
に
遊
び

に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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